
　

CH-T動画はコチラ

CH-Tについて更に詳しい

ことを知りたい方は、是非

動画をご覧ください。

＜ の加工範囲＞

1.タップサイズ Φ12～Φ20mm

2.タップ最大全長 140mm

3.タップ溝数 標準は3溝（ｵﾌﾟｼｮﾝで4溝）

4.タップの種類 ハンドタップ,スパイラルタップ,ポイントタップ

＜ の搭載条件＞

1.砥石径Φ200mm前後あること

2.テーブル奥行上面（設置面）巾が200mm以上であること

3.研削盤上面にT溝があること

4.研削盤設置周辺にAC100V電源の供給元があること

困ったときの知恵袋

【相談】

【回答】

【タップ切刃研削装置 とは】

現在、万能研磨機を利用して、タップの再研磨を行っています。

しかし、ドリルやエンドミルの再研磨と異なり、

タップの再研磨の設定は調整に手間がかかるため困っています。

タップの再研磨が簡単にできる方法は、何かありませんか？

当社では、タップの食付き部の逃げ面の再研磨用として開発された

アタッチメント「タップ切刃研削装置（CH-T）」を販売しています。

このアタッチメントは、汎用研削盤などに搭載して使用しますが、

再研磨が簡単に正確にできる装置です。下記に詳しく説明いたしますね。

●タップ切刃研削装置のスイベル台の角度目盛を利用して、

指定されたタップの食付き角①に合わせて再研磨することができます。

※見かけ上の食付き部の長さ「B」が、長くなりますので、

必要によって、不要なタップの先端を「A」に合わせて

すり落としする必要があります。

【タップ切刃研削装置の機能】

タップの再研磨について「その３」
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タップの食付き部の逃げ面を手軽に研削することができます。

お持ちの汎用研削盤や小型の研削盤に搭載することが可能です。

小型軽量化により研削盤への載せ替えや搭載が簡単で楽です。
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●タップ切刃研削装置の二番取り調整目盛を利用して、

食付き部の逃げ量②に合わせて再研磨することができます。

※この機能が、タップ切刃研削装置の大きな特長になります。

https://youtu.be/KU5r_WxuCjc?si=F0xcwxsxtNYbFnGp

